The Change of the Educational Policies surrounding Chinese-characters after the Founding the Republic of China - From Teaching Schemes to Curriculum Standards by 李 軍





























































1949 年 12 月に全国教育工作会議が開催された。この会議は旧解放区と新解放区の教育行政上の
経験交流を目的とするもので，工農速成中学の普及と，労農兵に読み書き能力を与える識字教育の
重要性を確認し，1950 年を準備期間として，51 年から全国に識字運動を進めることを決めた 6。毛
沢東が 1949 年に発表した「連合政府論」で「人口の 80% を占める非識字者をなくすことは新中国
建設の必要条件である」と述べたように，如何に識字率を上げるかが目前の重要な課題であった。


















表 1 で示したように，1950 年版の課程暫行標準では，語彙指導を通して漢字を習得させ，漢字指
導，語彙指導を閲読指導の基礎として位置づけ，漢字の習得数を学年別に大まかに定めている。各
学年の習得字数（500 字，500 字，600 字，600 字，800 字）は，学年順に少しずつ習得字数を増やし，
中国における建国後の漢字教育政策の変容　―「教学大綱」から「課程標準」へ ―（李　軍）168




































一方，漢字改革の面では，1952 年に教育部は 1,500 字（一等常用字 1,010 字，次等常用字 490 字）
を選出し，これに中国文字改革研究委員会秘書処によって選択された補充常用字 500 字を加えて，
合計 2,000 字の「常用字表」を公布した。1955 年に教育部，中国文字改革委員会は「漢字簡化方案
草案」を発布し，1956 年に国務院によって「漢字簡化方案」が公布された。「漢字簡化方案」は三
つの部分から構成されている。第一部分は「漢字簡化第一表」にある簡略化漢字 230 字，第二部分
は「漢字簡化第二表」にある簡略化漢字 285 字で，合わせて 515 字である。第三部分は「漢字偏旁
簡化表（第三表）」に記されている簡略化された偏旁 54 である。「漢字簡化方案」は「一簡」と略称
され，近代において中国政府が初めて正式に実施した漢字簡略化方案である。
















































成政治課（語文の授業を政治の授業にするのに反対する）」（1961 年第 8 期）と「不要把語文課教成
文学課（語文の授業を文学の授業にしてはならない）」（1963 年第 1 期）の二つの文章が掲載されて
いる。




1950 年から実施された「五年一貫制」の学制はこの大綱では元来の初学年（第 1 学年〜第 4 学年）











表 2 で示したように，1963 年版の教学大綱は建国後初めて漢字教育方針を明確に示したものであ
る。その特徴としては，①第 1，2 学年で重点的，集中的に識字教育を行い，小学校卒までの習得字
















1966 年 8 月に公表された「中国共産党中央委員会のプロレタリア文化大革命に関する決定」によっ




























































表 3 で示したように，第 2 学年の漢字習得数が最も多く，全体の三分の一を占めている。これは，
第 1 学年ではピンインの指導に重点を置き，ピンインを身につけさせた後に，大量の漢字を習得さ

























1986 年に告示された「全日制小学語文教学大綱」は 1978 年版の教学大綱を次のように改訂した
ものである。
①小学校語文教育の目的を修訂する。














語文字訓練の面」では，常用漢字 233,000 字を認識し，そのうちの 2,500 字を習得させる，鉛筆，万
年筆，筆を使えるようにし，一定のスピードで正しく整った漢字を書けるようにする，辞書を引け
るようにする，などの内容が記された。











配当数（第 1 学年：650 字，第 2 学年：900 字，第 3 学年：750 字，第 4 学年：400 字，第 5 学年：
200 字，第 6 学年：100 字）だけが異なった。
このように，字数だけを見ると，改訂後（表 4〈1986 年版〉の 700 字，1,000 字，800 字，300 字，












































制における識字，書写教育の内容は五年制とほぼ同様で，各学年の漢字配当数（第 1 学年：400 字，
















































































「課程標準計画の構想」では，「課程目標は九年一貫制をとる。課程標準は総目標の下で，1 〜 2 年，
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用字表」における常用漢字 2,500 字を指す。2000 年版の教学大綱と 2001 年版の課程標準における「常用漢字」も
この表による。
27　一回目の 1986 年版の「過渡大綱」は非義務教育体制から義務教育体制へ移行した時の産物で，二回目の 2000 年
版の「過渡大綱」は教学大綱から基礎教育課程改革によって生み出された課程標準へ移行した時に制定されたもの
である。
28　1968 年版の小学校学習指導要領では，例えば「第 1 学年では 70 字を読めるようにし，そのうち 40 字を書けるよ
うにする」といったように，読める字数と書ける字数に差をつけた。「読み先行，書き追従」という言い方は「本
来，基礎・基本は『読み書き一致』―学習過程で『読み』先行『書き』追従も」（小林一仁　『教育科学　国語教育』
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